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　私たち耳鼻咽喉科は耳、鼻、のど、およ
び頸部の疾患を守備範囲としています。
この部位には聴覚・平衡覚・味覚・嗅覚と
いった重要な感覚器が存在しています
が、そのうえ発声、言語、呼吸、嚥下など、
人間が「人間」として暮らしていくのに必
要不可欠な機能を持つ運動器も含まれ
ています。
　主な対象疾患を挙げてみますと…耳
科領域では耳垢栓塞、先天性耳瘻孔、外
耳炎、中耳炎、メニエール病などの耳性
めまい、急性・慢性の難聴、顔面神経麻
痺など、鼻科領域では鼻出血、鼻中隔彎
曲症、アレルギー性鼻炎、副鼻腔炎、副
鼻腔嚢胞など、口腔・咽喉頭領域では口
内炎、扁桃炎、咽頭・喉頭炎、喉頭蓋炎、
声帯ポリープ、嚥下障害など、さらには
鼻副鼻腔・口腔・咽頭・喉頭・唾液腺の腫
瘍なども含まれていますので、守備範囲
は比較的広範囲と言えるでしょう。
　当科では、地域に根ざした地方の総合
病院として、開業医の先生方からご紹介
いただいた患者さんの診断と治療、大学
病院に紹介するほど重症でない患者さ
んの検査と治療、慢性扁桃炎や、副鼻腔
炎などの手術を行っています。
　それではここで、入院治療の対象とな
る代表的な手術をいくつかご紹介しま
しょう。

口蓋扁桃摘出術
　古くから多くの施設で広く行われてき
た手術ですが、術後出血などの危険性も
あることから近年、麻酔・手術設備の完

場合や糖尿病などを合併している場合
は、入院・安静の上、ステロイド剤や循環
改善剤等の点滴治療を行っています。な
るべく早期の治療が大切な疾患であり、
遅くとも発症後１週間以内の治療開始
が望ましいといえます。

顔面神経麻痺
　はっきりした原因が特定できないこと
が多いですが、多くの例で単純ヘルペス
ウイルスの再活性化が発症に関わって
いると言われています。中には帯状疱疹
ウイルスの再活性化が原因となっている
こともあり、その場合、より重症化する傾
向にあります。ステロイド剤の点滴、抗ウ
イルス剤の投薬治療を行います。なるべ
く早期の治療が大切となる点は、突発性
難聴と同様です。

　現在の外来日は以下のとおりです。緊
急の場合は臨機応変に対応いたします
ので、ご連絡ください。今後ともよろしく
お願い申し上げます。

備した病院に集中する傾向があり、当科
においても最も件数の多い手術となっ
ています。
　主な手術適応は「急性増悪を繰り返す
扁桃炎」ですが、掌蹠（しょうせき）膿疱
症やIgA腎症などの扁桃病巣感染症、小
児における高度のいびき・睡眠時無呼
吸症候群なども適応となります。当科で
は全例、全身麻酔下で手術を行ってお
り、手術時間は通常１時間弱です。

内視鏡下鼻・副鼻腔手術
　保存的治療で改善しない慢性副鼻腔
炎（いわゆる蓄膿症）や副鼻腔嚢胞が主
な対象疾患です。当科ではマイクロデブ
リッダーなどの機器を使用し、低侵襲で
効果的な手術を目指しています。
　そのほか、鼻中隔彎曲症に対する鼻
中隔矯正術、肥厚性鼻炎に対する下鼻
甲介切除術、アレルギー性鼻炎に対する
下鼻甲介粘膜レーザー焼灼術、声帯ポ
リープを切除するラリンゴ・マイクロ・
サージャリーについても、当科ではすべ
て内視鏡下に手術を行っています。

　手術ではありませんが、入院
となるケースが多い疾患につい
てもいくつかご紹介しましょう。

突発性難聴
　突然発症する急性感音難聴
を主徴とする疾患で、原因は不
明です。めまいや耳鳴りを伴う
こともあります。症状が高度の
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注 1：水曜日午前が手術の場合は休診となります。
注 2：土曜日の外来は予約制です。
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